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本号は当初、生瀬克己教授の退職を記念し、御本人への贈呈を意図して、
祝福の歓びをもって刊行される予定であった。しかるに、本年二月一日の突
然の訃報に接し、追悼号へと急遽変更を余儀なくされた。なんとも痛恨の極
みである。
寂しく逝ってしまった…。真っ先にそう感じたのは、私（深澤）だけでは
あるまい。二〇〇二年四月から実施された一般教育担当教員の各学部への分
属配置によって、かつて共に所属した古巣の一般教育部は再編成され、生瀬
さんは新たに法学部へ、私（深澤）は新たに社会学部へと移籍して、互いに
散り散りバラバラとなってしまった。それ以後、親しく接する機会がほとん
どなくなっていた中で、生瀬さんの早期退職願いを耳にし、そして今回の突
然の訃報である。晴天の霹靂とは、まさにこのことだろうか。
残念ながら、一般教育部の再編成と、所属教員の他学部への分属配置を進
めなければならなかったのは、だれあろう生瀬さんその人であった。一般教
育部の幕引きという、このなんとも損な役回りを、当時一般教育部長の重職
にあって生瀬さんは担わされたわけで、そのことが、生瀬さんの心身の疲労
を著しくしたと考えられる。
一般教育部（正式な組織名称を一般教育懇談会という）はかつて、全学カ
リキュラムを担う学内組織として、絶大な影響力を誇示していた。東大の教
養学部や、国際基督教大学の教養学部カリキュラムがそのモデルであったの
かどうか、不勉強にして知らない。しかし、昨今注目されている立教大学の
全学カリキュラムなどよりはるかに先行して、当時桃山では、リベラル・ア
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ーツの理念に基づく学部横断的な統一カリキュラムが実施され、他の凡百の
大学と違って、そのユニークさを売りものにしていた。その全学カリキュラ
ムの実質的な執行機関として、一般教育部が位置していた。
思うに当時の一般教育部には、逸材がゴロゴロしていた。学長を務めた沖
浦和光氏をはじめ、後藤邦夫氏や藤澤道郎氏、藤間繁義氏や松浦玲氏など、
学界でも一目置かれ、社会的にもその名の知られた、錚々たるメンバーが一
堂に会していたのである。その一角を占めて、ハンディを抱えながらも意欲
的に研究教育活動にいそしむ、若き生瀬さんの姿もあった。バリアフリーと
は縁遠い登美丘の旧キャンパス（堺市西野）を、松葉杖を突きながら行き来
していた姿が、今でも眼に焼きついて離れない。
磐石のごとく思われた一般教育部に、再編成をもたらしたのは、八九年の
文学部新設である。一般教育部では連日連夜、喧々囂々の議論が続いた。結
果は一般教育部所属教員全員が、文学部へ集中所属することで決着を見たの
だが、そのために新設の文学部は、専門教育担当者と一般教育担当者とを学
部内に持ち込んだまま、９０名近くの大所帯となり、他学部の教員数（３０～４０
名程度）との間に、極端なアンバランスを生じる結果となった。こうして問
題は、単に先送りされただけにとどまった。
九一年に始まる大学設置基準の大綱化は、一般教育部の解体をさらに助長
した。他大学ではこれを、教養教育の軽視、専門教育課程重視のための指針
と、専門科目重視のカリキュラムへ向けて、改訂作業が積極的に推し進めら
れた。かくして、桃山学院大学においても、文学部に集中所属していた一般
教育部所属教員の処遇が、再度問題化したのである。
この時の衝にあたったのが、不運にも当時一般教育部長の重職にあたった
生瀬さんだった。これに九五年の和泉キャンパスへの全面移転事業も加わっ
て、学内では連日連夜、改革・改造の嵐が吹き荒れた。私（深澤）は、その
とき、他学部への分属配置に断固反対し、議長の生瀬さんを困らせた張本人
でもあったのだが、自ら率先して法学部への移籍を申し出た生瀬さんのいさ
ぎよさに、内心感服するところがあった。
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とはいえ二〇〇二年四月に一般教育部は再編成され、その構成員はみな、
散り散りバラバラになってしまった。冒頭で、「寂しく、逝ってしまった」と
記したのは、その意味においてである。
こうした過去のいきさつを思うとき、かつて一般教育部が存在したことの
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ともいうべき、この『人間科学』誌上で、生瀬さんの追悼号を組むこ
とは、せめてもの慰めといえようか。
登美丘の旧キャンパスでは、互いの研究成果を紹介し合い、批判しあう研
究会や読書会、呑み会なども頻繁に行われ、生瀬さんとは、その都度席を同
じくし、膝を突き合わせて、親しく語り合ったものだ。和気藹々としたあの
雰囲気が失われて、もうずいぶんと久しい。文学部の新設に始まり、設置基
準大綱化の嵐の中で、朝令暮改にも似たカリキュラムの改訂作業に翻弄され、
それに和泉キャンパスへの全面移転という条件も重なって、誰しもがヘトヘ
トの疲労困憊状態にあった。その激動の渦中を生きて、生瀬さんは、まさし
く壮絶に「討ち死に」した！
あれやこれやの思いを胸に納め、生瀬さんのご冥福を祈りつつ、ここに追
悼号を発刊する。
二〇〇八年五月二〇日
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